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研究成果概要 

本課題に関して今年度は主に以下の研究を行なった。  

・大気ニュートリノ事象を用いたニュートリノ反応における中性子生成数の測定 

 これまで行ってきた SK-IV から SK-VI での大気ニュートリノ事象での中性子生成数につ

いて、測定方法の改良や結果に対する考察を進めている。特にどの中性子の反応モデルが最

も測定結果を再現するか、モデルを区別可能か、等の議論を行っている。これらの研究は 2025

年度中にまとめ、学術雑誌（Phy. Rev. D）に投稿を予定している。  
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（図説明）観測エネルギーに対するニュートリノ反応に伴う中性子生成数の測定結果と反応モデルによる予測

値。左から全大気ニュートリノ事象、1 チェレンコフ・リング事象、複数チェレンコフ・リング事象 
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